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近年、極渦外の中高緯度上部対流圏・下部成層圏域のオゾンの動態が注目されている。下部成層圏においては、

オゾンがしばしば鉛直スケールの小さい層状構造を呈することが、以前から認識されてきた。その成因として、ロ

スビー波の砕波や等温位面上のカオス的移流によるフィラメント構造の生成、重力波にともなう鉛直運動が考えら

れている。層状構造の 3 次元空間構造や維持される時間スケールは、オゾンの水平・鉛直混合にとって重要である。 

2003 年 8 月にアラスカ州フェアバンクス(64.8N, 147.9W)でオゾンゾンデの集中観測が行われた。期間中、22 個

の GPS 受信機搭載 ECC オゾンゾンデをアラスカ大学フェアバンクス校構内から放球し、地表から高度 30km までの

オゾン、温度、相対湿度および水平風のデータを取得した。8 月 26 日 18 時から 28 日 4 時にわたっては、3 時

間毎の強化観測を実施した。この観測で、厚さ 1－2ｋｍのオゾンの層状構造が 3 日以上継続して圏界面直上域に

観測された。 

この層状構造の成因を等温位面上の流跡線解析や PV 分布によって調べた。Reverse Domain Filling 法によって

作成した PV の時間高度断面図に、観測と類似した層状構造が再現された。すなわち、この層状構造は概ね大規模

な流れ場の等温位面上の移流によって生成されたと考えられる。 


